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【抄録】本報告は情報利用技術委員会が小委員会として 1997 年に設立して以来，インター

ネット標準技術を用いた情報共有実践と普及促進を目標に調査研究を進めている「情報共

有技術小委員会」の活動経過をまとめたものである．2007 年度からは土木分野の情報の分

かりやすい伝達の方法についての研究に取り組んできており,インターネット放送の可能

性の研究,土木用語の分かりやすい伝達方法の研究,三次元仮想空間における情報表現方法

の研究を進めてきており,研究の成果を今後の建設分野での利用のあり方としてとりまと

めた． 

 

１．研究活動の目的 

情報共有技術小委員会の研究活動の目的

は 1997 年設立以来変更なく，「情報共有に

用いられる固有技術について調査研究する

と共に，土木分野における適用方法を調査

研究し，その結果を公表することにより，

その成果を，土木学会員を中心とした土木

技術者に広く還元する」ことである． 

 

２．研究活動の範囲 

上記目的のもと 2007 年度は「インターネ

ットに関わる標準技術による情報共有実践

と普及促進」を目標に活動を進めてきた． 

これまで，当小委員会では先端技術の調

査普及かつ実務志向であると自らを位置づ

けてきており，特に情報表現技術の仕組み

やその普及に関わる要因に関する研究は,

広く学会員の情報化に役立つとの考えから

活動を進めている． 

研究の対象とした分野は,１）インターネ

ット放送による情報の共有技術,２）セカン

ドライフなど仮想三次元空間での情報表現

技術,３）土木分野の専門用語のデジタル表

現技術とし,それぞれの現状と適用方法な

どの研究を進めている． 

 また，これら研究成果を還元する対象として，

一般の土木技術者に加えて，一般社会 (土木学会の

社会化 )に貢献できる仕組みづくりも目指してい

る．  

 

３．活動の概要 

（１）インターネット放送の技術 

 すでに，放送分野では放送とインターネ

ットとの融合が取り上げられており，情報

のデジタル化が当然の技術になり，その結

果オンデマンドでの放送が当然の流れにな

っているし，放送番組のコピーに関する制

限も研究されており，ついにデジタル録画

が１０回までのコピーを許可するに至って

いる． 

現在放送法では，同一の放送番組の放送

は同時に受信できることが前提となってお

り，同一放送番組について時間差をもって

放送することが認められていない．つまり，

デジタル化によるオンデマンド放送（利用

者の要求に応じて番組を放送する仕組み）

は放送法上では認められていない．つまり,

現在もアナログ放送，デジタル放送で同一

内容の番組は同一時間帯でしか放送はされ

ない．しかしながら，放送法の改定が，既

に議論され始めており，その中では同時性

についての改定も可能性が言われている．

すでに携帯電話でのワンセグ放送（ 地上デ

ジタル放送で行なわれる携帯電話などの移
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動体向けの放送．2006 年 4 月 1 日放送開始．

日本の地上デジタル放送方式では，1 つのチ

ャンネルが 13 の「セグメント」に分割され

ており，そのうちの１セグメントを移動体

通信向けとしたことによる）の普及が急拡

大で進んでおり，オンデマンド化による放

送方式の改変が目前と言える． 

 しかし，その一方で放送に関わる課題と

して知的財産に関わる権利の課題がある．

現在の放送局では放送法や著作権法にて厳

しく放送内容が制限されており，放送コン

テンツの作成そのものに多大な労力の必要

なことも事実である． 

 また，多くの放送はスポンサーシップに

より成り立つと言うビジネスモデルが確立

されて運営されており，jsce.tv のように全

くの公益的な取り組みが，新しい事業とし

て成り立ちうるのか，技術とあわせて多く

の検討を必要とする課題でもある．しかし

ながら，２００７年を境に数多くのテレビ

局がインターネット上に開局され，多くの

情報が流通するにいたっている．土木分野

においても，この流れを捉えて，情報共有

手段としてのインターネット放送に取り組

むことが不可欠となってきている． 

このような背景のもと，当小委員会では

携帯電話での受信を目標としたインターネ

ット放送の技術的可能性を研究している．  

今年度の研究の成果の一つとして，放送

の品質についての研究があり，画像・動画・

音声などでの重要度を比較すると，音声の

品質が圧倒的に要求され，画像品質に難が

あっても音声品質が高ければ放送としての

価値の高いことも明らかであった．  

2008 年 9 月 11 日には土木学会全国大会の

研究討論会において，講演内容の収録試験

を行い，放送コンテンツとしての可能性を

研究している．今後，学会の行事を中心に

一部をコンテンツ化し，インターネット放

送の可能性を継続研究する． 

 

（２）セカンドライフなど仮想三次元空間

での情報表現技術 

 Second Life（セカンドライフ）とは，仮

想空間の中に仮想の社会（地球）を構築し，

地球での活動を仮想的な三次元の世界に表

現したもので，アメリカ・サンフランシス

コのリンデンラボ社が運営する仮想世界で

ある．ユーザーは，専用のクライアントソ

フトウェアを インストールした PC から，

インターネット経由でこの世界にアクセス

し，仮想世界の中で活動することができる．

Second Life という名前は，現実の世界とは

別の，仮想世界における「第二の人生」と

いう意味でつけられた． 

 Second Life は，2003 年にサービスが開

始されていたが，脚光を浴びるようになっ

たのは 2006 年に入ってからである．2006

年の後半には，日本の企業も，この仮想世

界の中に支社を開設したり，メディアが特

派員を駐在させたりするなどの空間が構築

されつつある． 

小 委 員 会 で の 研 究 成 果 の 一 部 と し て

www.jsce.tv のドメインを確保し試験開始

を計画している．２００７年後半からは，

インターネット放送として講演やセミナー

などを中継可能なソフトウエアの価格低廉

化が進んでおり，かつては数百万円を要し

ていたシステムが数十万円と廉価になった

こともあり，情報共有の仕組み，情報発信

の仕組みが一層身近になったと言える． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当小委員会では，委員の企業がセカンド

ライフ内に空間を確保し仮想的な活動を実図－１ インターネットテレビ例 
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施していることから，実際のデータ構築，

運用の課題，土木分野での適用などの研究

を進めてきた． 

セカンドライフの空間では，獲得した土

地区画の中に，自分が創造する世界を三次

元データで表現し，それが，相互の区画あ

るいは構造物間で情報交換しながら拡大し

てゆくと言う実世界の写像に近い構成が行

われている．そのため，土木の分野側から，

この仮想空間を見た場合，社会基盤である

道路や橋，あるいは川などの構築が必須で，

そのためには基本的な構造物の概念を三次

元でモデル化しデータとして作りこむこと

が求められる．これらのデータを用い，街

を形づくるには，人が住める人家やビル，

交通網の整備が必要となり，我々の土木分

野の情報化の一部の技術を適用することを

意味しており，そこで生じる事象は実世界

の三次元モデル化にも参考になると考えら

れる． 

研究を進めてゆく中で，土木分野の実世

界に利用するには不十分ではあるが，空間

のあらゆる現象を三次元データにより表現

する事により，社会そのものを合理的に構

成できる可能性が示され，あらゆる分野で

試行が始まっていることの意味が理解され

た．国内でも，すでに行政が，地域の情報

を発信する試みを開始したり，企業が企業

の活動を訪問者に説明するなどの取り組み

が始められている．これらの活動を通じて

三次元データの持つ意味，利用における課

題，将来の展望などが，広く理解される事

となるであろう． 

 

（３）土木用語ファイルの研究 

 当小委員会では，これまで土木用語辞

典等の専門分野の用語の共有化に関する研

究を進めてきた．その背景は，膨大な専門

用語を広く一般に共有化する仕組みを，先

端的な IT技術を適用して実現できないかと

の取り組みであった．具体的にはＷＥＢ２．

０で提唱されてきているウィキペディアで

の表現や，用語の意味の関連性を解析し連

結する技術などであり，一部は試験システ

ムの構築を通して実現性を研究している． 

今年度も引き続き土木用語のうち特定分

野を選択し，委員会メンバー相互で用語の

意味を集積し一般に開放できる辞書の試作

を目指している． 

ＷＥＢ２．０の思想では「知的資産の種

をインターネット空間に無償公開し皆で共

有する」という理念で，利用者が相互に様々

な情報を共有する事で新しい知的空間を得

るとしている．すでに，ソフトウエアをリ

リースしてビジネスを展開すると言う旧来

のビジネスモデルは終焉し，プラットフォ

ームとしてのソフトウエアを販売する時代

からプラットフォーム上でサービスを提供

する時代に変わってきている．ソフトウエ

アをリリースするサイクルでビジネスを組

み立てる時代の終焉である．  
この事は，かつてのオープンソースの概

念をソフトウェアのみならず実社会全体に

適用したらどうなるか，との考えを背景と

したものと考えることができ，グーグル社

などの活動により，すでに仕事の場，生活

の場に様々な変化をもたらしつつある．  
 いかにして集合知を作るか，そして，い

かにして作られた集合知を用いて新しい知

識を得るかが次のステップのキーワードと

なっている．土木分野の情報利用も考え方，

取り組み方法を変気悪させる時期となって

きている． 

 

４．まとめ 

土木が関わる分野は多様かつ広範にわた

るため，他分野の技術者との連携が不可欠

である．そのために土木学会では，これま

でに情報の共有化に関わる様々なＩＴ技術

を研究調査してきている．  
近年，インターネットの世界では誰でも

参照し，場合によっては更新も可能なグー

グルアースや百科事典「ウィキペディア」

が提供され急速に普及拡大している．さら
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に加えて動画での情報共有もＹｏｕＴｕｂ

ｅなどで拡大してきており，一部自治体で

も情報共有としての試用が始まっておる．  
土木学会の社会的な使命，学会の基本と

もなる活動である社会貢献のためにも，こ

のような誰でも参加でき，場合によっては

更新までも可能な情報ツールを，新しい共

通の空間として利用できる仕組みを具体化

することは必須であり，その結果，今より

もさらに学会全体で社会の基盤としての活

動を達成できると考える．  
 

           （以上）
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委員 宮脇 伸行（株式会社建設技術研究所） 

 

- 58 -



 
 
    
   HistoryItem_V1
   AddNumbers
        
     範囲: 全てのページ
     フォント: Times-Roman 10.0 ポイント
     オリジナル: 中央下
     Offset: horizontal 0.00 points, vertical 28.35 points
     前置文字列: '- '
     後置文字列: ' -'
     レジストレーションカラーを使用: いいえ
      

        
      -
     BC
     - 
     55
     TR
     1
     0
     447
     286
    
     0
     10.0000
            
                
         Both
         4
         1
         AllDoc
              

       CurrentAVDoc
          

     0.0000
     28.3465
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.1a
     QI+ 2
     1
      

        
     0
     4
     3
     4
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base



